
- 1 - 

共同経営・統合新病院に係る基本計画（素案）に関する議員説明会 会議概要 

 

日時 令和７年２月７日（金）１３時３０分～ 

場所 議会棟 第３・第４委員会室 

 

（司会） 

議長はじめ議員の皆様にはお忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございま

す。御案内の時刻となりましたので、「共同経営・統合新病院に係る基本計画（素案）に関す

る議員説明会」を開催させていただきます。本日司会を務めます市民病院事務局の遠嶋でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

最初に資料の確認をさせていただきます。本日皆様方に配付しております資料は、次第、

会場席図、資料といたしまして「統合新病院に関する懇談及び第８回共同経営・統合新病院

整備に係る有識者会議における意見聴取について」の三点となっております。このほか、先

日――１月３０日でございますが――開催の合同事前説明で配付させていただきまして、本

日持参くださるようお願いしておりました資料として「共同経営・統合新病院に係る基本計

画（案）概要版」と計画の冊子の方、こちらの二点が本日の資料となりますが、資料の不足等

ございませんでしょうか。 

 なお本日の説明会は報道機関の方々にも公開にて執り行いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

開会に当たりまして、西市長より御挨拶を申し上げます。 

 

（西市長） 

議員説明会の開会に当たりまして一言御挨拶申し上げます。本日は議員の皆様におかれま

しては大変お忙しい中にもかかわらず、多数御出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

共同経営・統合新病院整備につきましては、これまで青森県と青森市が連携して基本計画

の策定に向けて、県議会、市議会、そしてまた有識者会議での御議論などを踏まえまして検

討を重ねてまいりました。そして先般、基本計画（素案）を取りまとめたところでございま

して、本日はこの素案につきまして、市議会議員の皆様から御意見を頂戴したいと思ってお

りますので何卒よろしくお願い申し上げます。 

この後は、先般、浜田地区の住民の皆さんとの懇談ですとか、それから有識者会議の概要

について、まずは御報告申し上げます。そしてその後、意見交換の時間にしてまいりたいと

考えておりますので、皆様におかれましてはどうぞ忌憚のない御意見を頂戴したいと思って

おりますので、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、簡単でございますが開会の御挨拶といたします。本日はよろしくお願い申し上

げます。 

 

（司会） 

ありがとうございました。 

 次に先般開催いたしました統合新病院に関する懇談及び第８回有識者会議における意見聴
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取につきまして市民病院事務局より御報告させていただきます。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

それでは市民病院事務局の方から統合新病院に関する懇談及び第８回共同経営・統合新病

院整備に係る有識者会議における意見聴取について御説明させていただきます。着座のまま

で御説明させていただきたいと思います。 

資料１ページの方を御覧いただきたいと思います。はじめに浜田地区住民の皆様との懇談

につきましては、去る１月２８日、浜田ニュータウン町会、浜田青葉台町会の住民及び周辺

の町会長等６３名の方に御参加いただき、統合新病院の整備場所に係る経緯等についての説

明及び意見交換を目的に実施いたしました。 

当日は県・市からの主な説明としまして、浜田中央公園・県営スケート場周辺を整備候補

地とした経緯について、検討会議の会議資料や有識者からいただいた御意見をもとに御説明

したほか、４か所の検討対象地に対する知事と市長の考え方を御説明させていただきました。 

 住民の皆様からの主な御意見としまして、岩手医科大学附属病院のように用地取得に１７

年の歳月を費やした例もあることから、急いで整備場所を決めなくてもよいのではないか。

また民有地について、地権者数を把握するといった取得可能性の調査を行うのではなく、実

際に用地が取得できるかどうか試してみるべきではないか。両病院とも老朽化が進み、寿命

が迫っている。また、県営スケート場もサンドームも建替えの時期に入っているため、それ

らをセントラルパークに集積・移転し、浜田中央公園・県営スケート場周辺に統合新病院を

整備するのは賛成である。知事・市長にはぜひともこの場にお越しいただき、住民の話を聞

いていただきたい、などといった御意見が寄せられました。 

今後の対応としまして、基本計画（案）の内容につきまして説明するため、再度地元の皆

様と懇談の場を設けることとし、現在、懇談の日時について、町会と調整しておりますので、

詳細が決まり次第、改めて皆様にもお知らせしたいと考えております。地域の皆様の御理解・

御協力をいただけるよう、引き続き丁寧な対応に努めてまいります。 

続きまして、資料の２ページを御覧ください。第８回共同経営・統合新病院整備に係る有

識者会議における意見聴取となります。 

１の会議概要でございますが、去る２月２日、統合新病院に係る基本計画等について助言

を得るため、学識経験者、医療関係者など１３名の方に御出席いただき、資料に記載の２つ

の案件について御意見等をいただきました。 

有識者からの主な意見としましては、案件２の共同経営・統合新病院に係る基本計画につ

きまして、外来患者数が多いと、医師をはじめ外来スタッフの負担が大きくなるので、将来

的には外来患者数を絞った方が様々な面で病院の機能を生かせるのではないかなどの御意見

をいただいたところです。 

会議の様子につきましては青森市公式 YouTube チャンネルで公開しておりますほか、広報

あおもりにより広く市民の皆様に情報共有を図ることとしております。なお、議事要旨につ

きましては、出来次第、改めて皆様に配付させていただきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

また、基本計画（案）につきましては、今後「わたしの意見提案制度」を実施し、市民の皆
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様から御意見を募集することとしておりますが、御意見の募集に当たりましては、本日の議

員説明会や青森県議会議員全員協議会でいただく御意見のほか、浜田地区住民の皆様からお

寄せいただいた御意見や有識者会議でいただいた御意見を踏まえ、必要な修正を行った上で

御意見を募集することとしております。 

報告は以上でございます。 

 

（司会） 

 続きまして意見交換となります。基本計画（素案）の内容につきましては、先日の事前合

同説明等を通じまして議員の皆様にあらかじめ御説明をさせていただいておりましたので、

さっそく意見交換に移らせていただきます。 

それでは御意見等をいただきたいと存じますので、恐縮ですが、御意見に当たりましては

挙手をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。では前の方から、小豆畑議員お願いい

たします。 

 

（小豆畑緑議員） 

整備候補地に関してですけれども、先ほど奈良事務局長から浜田地区の地元住民との懇談

について報告をいただきました。様々な意見が出されているようですけれども、今回の基本

計画を御理解いただくためには、回を重ねながら何回も何回も丁寧に説明していくことは非

常に大事なことだと思っております。そして、しかるべき段階で市長が参加して、直接市長

の考えを伝えることも大事ではないかと思いますけれども、市長のお考えをお知らせいただ

ければありがたいです。 

 

（西市長） 

小豆畑議員ありがとうございました。浜田地区の住民との懇談のことでございますが、こ

れまで２回開催しておりまして、今３回目の調整中という先程御報告がございました。 

私は１回目からずっと事務局の方に申し上げているのは、必要であれば私はいつでも出席

しますよということを申し上げてきました。ただ、これは県との共同作業でございますので、

やはり出るのであれば、知事と私とが一緒に出た方がいいだろうということで、知事の御都

合を伺っていたんですが、残念ながら２回とも知事の御都合がつかないということで、それ

で私も見送ってまいりました。 

ただ、先般、県の方では、県民との対話集会ですね、それを３月に浜田地区の住民を対象

に開催するというお話をしておりましたので、それであれば、今度――私がまた単独で説明

会を開くというのも、また手間がかかってしまうことですので――今度の３回目の地域住民

向けの説明会の場には、知事の方で都合が仮につかなかったとしても、私は一人でも参加を

しようということで、今、調整をしてもらおうと思っているところです。 

以上でございます。 

 

（小豆畑緑議員） 

ぜひとも懇切丁寧に地元住民に御理解いただけるようにお願いしたいと思います。ありが
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とうございました。 

 

（西市長） 

はい、承知いたしました。 

 

（司会） 

 ありがとうございます。赤平議員お願いします。 

 

（赤平勇人議員） 

いくつかお聞きしたいと思います。はじめに、若葉養護学校や高等看護学院など、いわゆ

る付随する施設というものがあると思いますが、それについてはどのような扱いになってい

くのかお示しください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

お答えいたします。若葉養護学校、高等看護学院の扱いということでございます。 

こちらにつきまして、まず県立若葉養護学校についてですけれども、こちらについては青

森県の方から、県の教育委員会の方で教育環境や地域の実情、実態等を踏まえながら検討し

ていくということで伺っております。 

また高等看護学院につきましては、新病院の敷地内への配置ということについては考えて

いないところです。 

以上です。 

 

（司会） 

 赤平議員。 

 

（赤平勇人議員） 

高等看護学院については現段階では考えていない。ただ、若葉養護学校については県教委

の方で検討をしているということなので、あるいは設置されることも出てくるのかなという

ふうに受け止めましたが、ただ、この施設整備の敷地利用計画を見ると、８８，５００平方

メートルとなっていますが、その内の浜田中央公園３０，０００平方メートル、これは救急

車両等を通すだけで、基本的にはいじらないというふうな計画になっているので、結果的に

はセントラルパークや商業の跡地、それから安田の候補地がこれまで上がってきましたが、

どこの対象地よりも狭くなってしまうのではないかというふうに思いますが――これまでの

議論の中では、この広さについて、セントラルパークなんかは狭いというふうに言った意見

もあったかと思いますが――この広さについてはどうなんでしょうか。狭すぎるとか、ある

いはそういう後々付随施設を建てるのに当たって、敷地の広さっていうのは障害にならない

のか。いかがでしょうか。 
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（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 

まず、今回の基本計画の敷地利用計画では、統合新病院としての機能確保と浜田中央公園

の機能維持、この２つを両立させるということを前提としております。 

具体的には、県営スケート場及びサンドームが立地している敷地の東側に、病院棟であり

ますとか、立体駐車場、院内保育所等を集約して、利便性が高い配置として、浜田中央公園

のある敷地西側については、病院関係者や救急車両の通路を配置することによって公園機能

を残すこととしました。 

将来の拡張性とかも考慮しまして、余裕スペースとして、平面駐車場あるいは緑地を設け

ることや冬期間の積雪も考慮して堆雪場なども適切に設けたいと思っておりまして、いずれ

もこの計画において、敷地利用計画上、統合新病院の整備には影響がないものと考えていま

す。 

 

（司会） 

 はい、赤平議員。 

 

（赤平勇人議員） 

次は概算事業費についてなんですが、８８５億から９６６億という数字が出されておりま

すけれども、計画を見れば、サンドームの東側の拡幅や、それから拡幅に伴う用地取得なん

かも必要になってくるかと思いますが、そういった費用は別個にまた掛かるということでよ

ろしいんでしょうか。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 

今回の計画での事業費というのは、あくまで統合新病院の整備に係る本体、あるいはそれ

に付随する医療機器等の経費になりますので、おっしゃったようにそれらのものは別に掛か

るということでございます。 

 

（赤平勇人議員） 

はい、そうなると用地取得が必要になってくる――拡幅のために必要になってくるという

ことですが――これもこれまでの議論の中では、民有地については、その用地取得に時間が

掛かるので避けていきましょうという議論もあったかと思いますが、この拡幅の際の用地取

得に時間を要するのではないかなというふうに思いますが、この開院時期に支障はないもの

なのか、そこら辺の見通しはどうなんでしょうか。 

 

（土岐都市整備部理事） 

都市整備部でございます。 

東側の道路の拡幅につきましては、都市計画決定はされているんですけども、まだ事業と

して認可もされていない状況でございますので、スケジュール等については今ちょっと詳し
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く申し上げることはできないものでございます。 

 

（司会） 

 はい、赤平議員。 

 

（赤平勇人議員） 

はい。最後ですけれども、浜田の地域住民との懇談の場についてです。 

先程、市長、出席する意向だという発言ありましたが、報道もそうですし、今日いただい

た資料の中でも、なかなか厳しい意見もある、合意形成がまだまだ進んでいないというふう

に思う中で、この合意形成が十分に図られていない状態で無理やり進めていくというのは、

やはりそれは良くないというふうに思います。なので、ここはしっかりと合意形成が図られ

るまで、いったん立ち止まって、しっかりと丁寧な議論を尽くしていくということが必要だ

と思いますが、そこについての見解をお示しください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

お答えいたします。 

浜田地域の皆様とはですね、先ほどもお話ししたとおり、またこの基本計画の案につきま

しても、近い段階で御説明する場を今、町会側の方と調整しておりますので、そういう場を

もって引き続き丁寧に説明していきたいと思います。 

また、浜田地域の皆さんに限らず、この案につきましてはパブリックコメントということ

で、市も県も同時に今回行うこととしていますので、そういうことで住民の皆様の意見はお

聞きしていきたいと思っております。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、赤平議員。 

 

（赤平勇人議員） 

はい。再度、意見交換会設けるということですが、それで終わりにせず、しっかりと合意

形成を図っていただいて、納得――全ての人に納得してもらうというのはなかなか難しいと

は当然思うわけですが――ただ、不安や不満が残ったまま進めていっても、地元の住民たち

の理解というのはとても大事なことだというふうに思いますので、そこはしっかりと考えて

いただきたいというふうに思います。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、万徳議員、お願いいたします。 
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（万徳なお子議員） 

規模や場所に関わって、今後の医療のあり方について、中身に触れていきたいと思うんで

すが、この計画の巻末の資料にも県内人口の推計、今から２０年後の２０４５年に県内８２

万４千人の人口だとあります。青森市でいうと２６万５千人の現在が、２０年後には１８万

３千人と推計されている。そういう意味では、マンパワーにしても、財源にしても、大変な

ことになるなと思うんです。 

で、病院の開業８年後と言っているわけですから、２０年後と言っても、もうすぐ目の前

ですよね。で、質問したいのは、必要なスタッフの数は出されているでしょうか。なんか駐

車場が９５０台とか、そういうふうに書かれていましたけども、職業別でお示しください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 

必要なスタッフの数ということですけれども、統合新病院の人員計画につきましては、現

時点で、例えば他の病院の病床当たりの職員数をもとに試算は可能ではありますけども、今

後、具体的な診療機能等に応じて現場の意見等も踏まえ検討し、適切に対応していきたいと

考えております。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、万徳議員。 

 

（万徳なお子議員） 

まだ何人というふうには示せないということですね。 

もう一つは、７５歳以上は２４万人になると巻末の資料には書いてあります。それで、現

在は、死亡数４２パーセントが県内で５千人の方ががんで亡くなっている。これがさらに増

えるだろうと予測されるんです。 

それで、基本計画の９ページには地域医療機関との連携などがいくつか書いてあるんです

が、要は終末期医療の病床は設けてありませんね。恐らくこういった地域医療機関との連携

を考えていらっしゃると思うんですけれども、この（２）のところの地域連携パスとか地域

完結型医療、その辺がちょっとよく分からないですね。 

その２０年後のがん患者の終末期どうするのか。県全体として、計画、検討されているこ

とがあればお示しください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 

地域医療ということで、現在、地域医療連携推進法人ということで、今年度内にですね、

まずは県と市の４病院において、統合に向けた円滑な効果を早期に実現しようということの

中で、そういうものを設立することとしております。 

将来的には、その地域医療連携推進法人の中に民間の医療機関も含めて、これは今年度か
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ら、もう勉強会という形では進めていくこととしてますけれども、そういった枠組みを活用

して、我々公立病院と地域の医療機関との機能分担とか連携強化ということを図っていきた

いと考えております。 

以上です。 

 

（万徳なお子議員） 

こちらも今年度から勉強会という御答弁でしたけれども、やはり今後の医療のあり方、人

口推移のことを加味して、地域の説明会の中でも、ぜひもう少し具体的なビジョンを示して

いただくよう、それと、先ほど赤平議員も言ったように、場所だけでなく、２０年後の青森

県、青森市の人口を見据えたときに、拙速に進めるというより、やはり中身も含めてしっか

りと議論するために、立ち止まってもう一度議論すべきだということを意見として申し上げ

ます。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、ありがとうございました。 

 

（今市民病院事務局次長） 

今の万徳議員の御質問の中でのがん医療についてなんですけども、この本編の方の資料の

３３ページになります。 

現在、県病の方でも取り組んでいるものではございますが、新病院としての基本方針、が

んに関しての基本方針と、その中で、オの部分ですね、これががんの緩和ケアも含めた方針

として、このような考え方でというふうなことは記載させていただいておりますので、こち

らの方も御覧いただければというふうに思っておりました。 

よろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

 蛯名議員、お願いいたします。 

 

（蛯名和子議員） 

私も何点かあります。 

最初は、当初、公園の方には医療関連機能を立体的に構築っていう予定だったんですけど、

今回そちらには何も建てず、病院棟・医療機能・駐車場ゾーンを県営スケート場、サンドー

ム５８，５８４平方メートルに建てるっていうことなんですけれども、すごく手狭な感じが

して、療養する立場とすればどうなのかなと思うんですけれども、公園の方を使わなかった

理由は何でしょうか。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 
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浜田中央公園の方を使わなかった理由ということで、これは我々が浜田地区の住民の皆様

と懇談をした結果、あるいは浜田ニュータウン町会と近場の浜田青葉台町会、２町会では直

接町会の方でアンケートなどをとったということがあります。 

そのアンケートの中で、浜田中央公園の機能はできるだけ残してほしいという御意見も多

くありましたことから、その浜田中央公園の利用に当たっては、これらの御意見も踏まえて、

できるだけ公園機能は残すという前提で検討を進め、可能な限り都市公園として残すことを

今回基本としたものでございます。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

この基本計画（案）の中には、敷地面積の中に浜田中央公園も含まれているんですけれど

も、これは今の浜田中央公園の持っている性格っていうか、それが変わるっていう事でしょ

うか。 

要するに、所有が病院の敷地になるのか、市のまま残るのかっていう点についてお答えく

ださい。 

 

（今市民病院事務局次長） 

面積として記載しておりますのが整備候補地というふうなことで、今回検討する際に、浜

田中央公園も含めたこのエリア一帯というふうなことでの、候補地としての概要というふう

なことになっております。 

今後、整備をするに当たって、今回の整備の方針が都市公園として残すというふうなこと

になりますので、公園は公園として、右側の方が病院の敷地というふうなことで最終的に整

理されていくというふうになります。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

分かりました。 

それで、昨年の説明会において、私も言ったんですけれども、サンドームの解体移転費用

も新たに加わるっていうことで、今出された病院建設費だけでは非常に判断しにくいと思う

んですけれども、サンドームの移設に関わっても同時に検討が必要だと思います。 

来年度の予算というか、来年度、その検討委員会など計画はあるんでしょうか。 

 

（横内経済部長） 

経済部でございます。サンドームの整備の検討の見通しということでございます。 
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サンドームについては、サンドームの代替施設が完成移転後に解体工事に着手することと

し、跡地には来院用立体駐車場を整備しますという整理になってございます。 

このように、統合新病院の整備推進にはサンドームの検討が急がれるものというふうに認

識してございます。このことから、市では、来年度ですけれども、県や関係者との協議や施

設の方向性など、具体的な検討の前に、今月の３日からですけれども、市民意見の募集を開

始したところでございます。 

ですので、具体的な検討体制は来年度の当初予算の中でですね、整理したところでござい

まして、今後改めて御説明してまいりたいというふうに考えてございます。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

はい、分かりました。 

あと一点なんですけれども、新興感染症対策についてですけれども、あり方についての提

言の中でも、新興感染症の感染拡大時や災害発生時など、一時的に患者が多く発生する場合

に備えた病床機能転換ができるスペースの確保が必要だというふうに言われております。 

今回、そのようなスペースとか、ただの病床を転用するのではなくて、例えばそういうホ

ールみたいなところとか、そういうのは考えられているのか、お聞きします。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

感染症拡大時の対応についてということでお答えいたします。 

統合新病院の方では、新興感染症の感染拡大時あるいは大規模災害時の発生時においても、

必要な医療を適切に提供するため、感染拡大時における一般病床の感染症対応病床への段階

的な転用ということで、また大規模な災害発生時には、例えば会議室とか、そういうスペー

スを活用することで、一時的に入院患者を受け入れできるような体制を確保していくという

ことを想定しております。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

あり方検討委員会の委員のお話では、やはりその講堂みたいな本当に広いスペースが必要

なんだってことをおっしゃっていたので、そこは再度見直して検討していただければと思い

ます。 

あと、すいません、もう一点。この建設費についてはどこを参考にされたのかお聞きしま

す。病院本体の。 
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（奈良市民病院事務局長） 

まず、建設費をどこを参考にしたかということで、今回のものについては、まず平米単価

としては約８８万円から９９万円の単価で積算しておりますけれど、その際、参考にしたの

は、５００床台で令和５年７月に着工しました兵庫県立の西宮病院、あとは６００床台で令

和５年に着工している伊丹市立病院、あとは１，０００床台で令和５年の９月に計画をつく

っている広島県立病院の３か所を参考にしています。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

 分かりました。 

 

（司会） 

 続いて、中村議員。 

 

（中村美津緒議員） 

無所属中村美津緒でございます。 

まず初めに、ドクターヘリのヘリポートについてお尋ねいたします。私の質問、事前に提

出しておりますので、明朗闊達な御回答をお願いいたします。 

ドクターヘリ、近隣にはマンション及び現在複数の保育園もございました。騒音対策及び

安全対策を考慮するとですね、本来であれば最も高い病院棟の屋上にヘリポートを整備する

はずであると思ったんですけれども、今回、職員の立体駐車場屋上に整備をする予定、計画

となったその根拠を教えてください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

ドクターヘリを病院棟ではなく、職員用駐車場の屋上に配置することについてお答えいた

します。 

統合新病院の方は、基幹災害拠点病院及びドクターヘリ基地病院として、救命救急活動、

災害支援活動に対応するため、敷地内にヘリポート及び格納庫を設置する方針としておりま

す。この設置場所につきましては、患者さんを迅速かつ効率的に搬送できることに加え、病

院周辺に高層建築物ができた場合、進入の方向や進入表面の勾配に影響が出る可能性がある

こと、騒音対策や敷地の有効活用を図ることなどを考慮し、今回、職員用立体駐車場の屋上

に整備することとしたものです。 

また、ドクターヘリの格納庫については、職員用立体駐車場の屋上にヘリポートと一体で

整備することによって、屋上まで車両の乗り入れが可能となり、ドクターヘリのメンテナン

スや故障時に速やかに資機材等を搬入できるほか、大規模な地震等でエレベーターが停止し

た場合でも、患者さんを直接そこから搬送できるということで計画したものです。 
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以上です。 

 

（司会） 

 はい、中村議員。 

 

（中村美津緒議員） 

はい、続きまして、整備場所の敷地面積についてお尋ねいたします。 

浜田中央公園、これ残すことになりました。先程の御回答、答弁では、地域住民の強い要

望があったという内容でございました。現在、この整備場所５８，５００平方メートルとな

りまして、これまで検討対象地とした３か所――全部で、今、これは４か所になりますが―

―この中で一番小さい敷地面積となってしまいました。 

さらに、東側の都市計画道路、今回１０メートルから２０メートルに拡幅するということ

でございまして、現在、サンドーム・県営スケート場の東側、２００メートルあります。そし

て、中にも計画道路をつくるということでございますので、５８，５００平方メートルから

さらに敷地面積が少なくなります。 

これまで市は、現在の県立中央病院の約５５，０００平方メートル以上の敷地面積が必要

と、強気の発言でずっと議論されてきたことに対しまして、この内容覆すことになりました。

それより狭くなりました。それに対しまして、市として本当にこれほどまで狭まった候補地、

もう今決定されてると思うんですけれども、ここに本当に適地として市は認めるんでしょう

か。西市長の見解をお示しください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

お答えいたします。 

敷地の関係ですけれども、先ほども申しましたが、今回の計画では、統合新病院としての

機能確保、もう一つは浜田中央公園の機能維持、その２つを両立することを前提として配置

をしておりますが、敷地利用計画上は、統合新病院の整備には影響がないものと考えており

ます。 

 

（司会） 

 はい、中村議員 

 

（中村美津緒議員） 

はい、影響がないというふうな御答弁でございました。 

現在、青森市は、県都青森市８２４．６１平方キロメートル、先ほど３つの全国の他都市

の事例を今伝えていただきましたけども、私ども全部視察に行ってまいりまして、青森市は

そこの場所よりもですね、何倍、何十倍も大きいんですよ。それなのに、その５万５千を切

る整備地、で大義名分に浜田の地域住民が残してほしいと強い要望があったということなん

ですが、それでは私たち青森市民と県民に、その浜田の住民がどれぐらいアンケート調査で

残してほしいと言った、その具体的な数字、私たちに納得いく数字をちょっと示していただ
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けませんでしょうか。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

アンケートの数字ということについてお答えいたします。 

まずは浜田中央公園の機能については、９月１日に実施した懇談の中でも残してほしいと

いう意見がかなり多く出されました。アンケートの方になりますけども、その中で自由記載

の意見として、２３４件の方から自由記載の意見をいただいて、その中で浜田中央公園の機

能を残してほしいという方は４１件の方から残してほしいというお答えをいただいておりま

す。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、中村議員。 

 

（中村美津緒議員） 

はい、２３９件と４１人。この意見を尊重して浜田中央公園を残すことにしたんですね。 

続きまして、動線計画についてお尋ねいたします。 

現在の動線計画では、一般車両及び一般のバス、東側の動線のみの計画でございます。現

在、これまで市は１５メートルの道路があれば、緊急車両、これ無理なく冬場も大丈夫とい

うような強気の発言をずっと繰り返してきました。 

１５メートルあれば大丈夫なのであれば、新しく道路を１５メートル以上整備すればです

ね、西側からも一般車両及びバス、これ新病院に入ることができると思うんですが、なぜ東

側だけにしたのか、西側にも設けることはしないのか、その理由を教えてください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

入口の動線についてでございます。 

今の敷地利用計画の方では、来院者の一般車両については、議員からお話あったように敷

地の東側の市道浜田５４号線から誘導するような形になっております。 

病院の敷地内では、救急車両の安全確保や迅速な運行の観点から、一般車両と救急車両が

極力交錯しないよう、出入り口及び通路を分離する計画としたものですけども、この一般車

両の出入口については、現在、様々なシミュレーションもしておりますので、その結果、必

要に応じて、また計画を検討するということはあるかと思います。 

現時点ではあくまで東側ということで検討しているものでございます。 

 

（司会） 

 はい、中村議員。 

 

（中村美津緒議員） 

はい、現時点では東側しか考えていないという答弁でございました。 
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そうしますと、都市計画道路３・４・２３号浜田豊田線、これ現在１０メートル、それを２

０メートルに拡幅するということでございました。この都市計画道路、平成７年８月４日に

決定したということでございまして、それ以降に、この浜田豊田線のこの都市計画道路に家

を建てた人は、土地売買の時に説明はあったかもしれません。 

ただ、現に平成７年８月４日以前に建てた人は一切説明を受けていないというふうにお話

をされている地権者がおります。先ほど西市長は、必要があれば地域住民に説明会、私、出

るとおっしゃいましたが、私、これ今非常に失礼だと感じました。失礼極まりないと思いま

す。この地権者、今非常に不安になっています。市から説明を受ける前に、１月３１日の新

聞報道、報道機関を知って、自分たちが今住んでいるところが立ち退かなければいけない、

そういう不安に駆られております。 

西市長にお尋ねいたします。西市長は、９月１０日、この時は浜田、県営スケート場周辺

を候補地の一つとして容認するとおっしゃいました。続きまして、約１週間後、９月１６日、

４つのポイントとしてサンドームの移設、浜田中央公園の都市公園と貯水池の機能を維持す

る。３つ目、救急搬送ルートの確保。４つ目、青い森鉄道の新駅。この４つが、つまり納得い

く回答だったと。西市長、この統合新病院のこの基本計画、この４つが全て網羅されている

のか。西市長、お願いいたします。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、４つのポイントが計画の中でどう盛り込まれているのかということでございます。 

９月１６日に知事と市長が合意した課題解決のための具体策に関連する内容につきまして

は、今回の基本計画（案）の中で、一つにはサンドームの代替施設が完成移転後に解体工事

に着手することとし、跡地には来院者用立体駐車場を整備するということ。二つには浜田中

央公園は可能な限り都市公園として残すことを基本とすること。救急車両については、市内

の各方面及び青森中央インターチェンジから、迅速に救命救急センターへ到着できるよう検

討するとともに、現場急行支援システムの導入など円滑な運行について関係機関と協議する

こと。周辺道路の交通渋滞の緩和については、将来交通量推計及びミクロシミュレーション

の検討結果を踏まえ、道路管理者等と道路拡幅等について協議を行う。こういった記載の中

で整理しております。 

以上です。 

 

（中村美津緒議員） 

最後に、もう一回西市長にお尋ねいたします。 

この浜田中央公園を除く、この県営スケート場・サンドーム周辺エリア、これはもう整備

場所として決定地なんでしょうか。決定地なのか、まだ候補地のままなのか教えてください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、整備場所についてお答えいたします。 

整備候補地の決定に当たりましては、市のまちづくりの観点から開催しました統合新病院

整備場所等検討会議や、基本計画の策定に当たり専門的かつ多角的な見地からいただくため
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に開催しました統合新病院整備に係る有識者会議での議論等を踏まえて、最終的に県立中央

病院が担う大規模災害時の基幹災害拠点病院としての立地を最優先させて、今回、県営スケ

ート場周辺地区を整備候補地とすることで市と県が合意したものです。 

今回の整備場所も含めて、基本計画（案）としてお示ししているものでありますので、今

後、議会での御議論や、パブリックコメントにおける御意見もいただきながら、年度内に計

画を策定していきたいと考えております。 

以上です。 

 

（司会） 

 中村議員。 

 

（中村美津緒議員） 

端的に。決定地なのか、まだ議論する余地があるのか。それだけですよ。決定地なんです

か。もう決定なんですか。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、お答えいたします。 

県営スケート場周辺につきましては、今回の基本計画（案）の中の施設整備計画の中で、

整備候補地としてお示ししているものです。 

以上です。 

 

（中村美津緒議員） 

まだ候補地ということでいいんですよね。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

整備候補地としてお示ししているものです。 

 

（中村美津緒議員） 

 以上です。 

 

（司会） 

 よろしいですか。 

 この他、御意見の方いかがでしょうか。はい、相馬議員 

 

（相馬純子議員） 

無所属の相馬です。経営形態について伺いたいと思います。 

基本計画の８１ページです。新統合病院、つくしが丘病院、浪岡病院、ともに企業団とし

て経営統合するという記載があります。で、開院した後に、経営環境が安定して中期的な展

望が見通すことができる段階で、地方独立行政法人に移行することを検討するというふうな
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流れで今のところ考えているということでしたけれども、現在ですね、独立行政法人の病院

の７割が赤字という状況です。病院の経営っていうのは非常に困難な状況という中で、企業

団として開院後はやっていくけれども、経営環境が安定したらという条件ですが、その安定

のレベル、何年間かこれくらいの経営の安定――今は漠然としたところだと思うんですけど

も――そのレベル、程度について、今どのようにお考えになっているのか。 

それから、７割の独立行政法人の病院が赤字という状況で、この独立行政法人への移行を

検討するっていう根拠について、ちょっと伺いたいなと思います。 

 

（今市民病院事務局次長） 

今回、企業団として開院時にというふうなことについては、今の議員の方からお話があり

ましたように、昨今の物価の上昇でありますとか、人件費の上昇、それからコロナの後の急

激な患者の減少というふうなことで、病院を取り巻く――私どもの病院のみならずですね―

―病院を取り巻く環境というふうなことが非常に変動し続けている状況でございます。 

独立行政法人については、基本的に３年から５年ぐらいの中期的な計画を持って、その間

にどうしていくのかというふうなことを病院の経営として判断しながら進めていく。それを、

逆に行政なりからそういう負託を受けて病院が運営していくと。 

この部分について、私ども新たに今回の判断するに当たって、地方独立行政法人のその数

年間の考え方、展望を持って、これを判断するというのは非常に難しい状況だというふうな

ことを踏まえて、独立行政法人ではなく、企業団できちんと両病院の経営統合というふうな

安定化を図った上で、その時点で、これがさらにその先として３年から５年ぐらいの中期的

な展望が見れるような、そういった状況になれば、また皆さんにそういったことを図りなが

らですね、その判断をしていく、そういう２段階で判断をしていきたいというふうなことで

計画しているものでございます。 

 

（司会） 

 はい、相馬議員。 

 

（相馬純子議員） 

はい、分かりました。 

経営が安定するということを見極めつつ、検討に検討を重ねて移行するということで。や

はり私も含めて一般市民の方にとって、病院っていうのは利益追求の場所じゃないという認

識があります。独立行政法人も意味合いからすると、利益追求ではないけれども、市民の方

には不安があるということを考えつつ、丁寧な説明と丁寧な議論を重ねた上で経営について

取り組んでいっていただけたらいいかなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

二点目ですけれども、住民説明会についてです。 

浜田地区はもちろんなんですけれども、県立病院と市民病院の跡地について、周辺の住民

からやはりいろんな声が上がってると思うんですけれども、この跡地の活用について、周辺

の住民への説明会や意見聴取の場っていうのは考えていらっしゃるのかどうか、今のところ

の見解を伺います。 



- 17 - 

（奈良市民病院事務局長） 

お答えいたします。 

まず、市民病院の跡地の利用につきましては、我々が整備場所を検討するに当たって、市

の方のまちづくりの観点から考える整備場所等検討会議の中でも御意見をいただいておりま

す。ただ、現実的にまだ先の話なものですから、具体的に現時点で跡地に係るそういう説明

会については考えていませんけども、統合新病院に係る説明会等については、また今後検討

していきたいと思っております。 

 

（司会） 

 はい、相馬議員。 

 

（相馬純子議員） 

両方、両立しながら取り組んでいくっていうのはかなり困難だとは思うんですけれども、

やはり周辺の住民にとっては、自分の生活に間近な問題ですので、できる限り両立させなが

ら、住民の御意見を聞いて、個々の利活用、こうしていきましょうっていう方向性を早く出

せるようにお願いしたいなというふうに思います。 

次は要望になるんですけれども、県立若葉養護学校については、先ほどの答弁で理解はし

ましたが、やっぱり児童生徒、保護者の皆さん、教職員の皆さんにとっては非常に不安な状

態が長く続くことになると思いますので、県立学校ではありますけれども、やはり青森市と

しても関わりつつ、早い段階で方向性を見出だせるようにお願いしたいなというふうに思い

ます。 

あと、院内学級については、基本計画の９ページですか、院内学級を設置して取り組んで

いくということが記載されていましたので、今、在籍の児童生徒はいませんけれども、その

場の確保について説明をしながら取り組んでいっていただけたらなと思います。 

あと、大きな建築物になりますので、再エネとか省エネの観点から、ＢＥＬＳ（ベルス）認

証というのがあるんだそうです。国交省が推奨している。伊丹の統合病院でも、このＢＥＬ

Ｓの認証、再エネ・省エネに取り組む良い建築物ですよっていう認証を受けているそうです

ので、もちろんこの統合新病院も再エネ・省エネに特化したような建築物になるとは思いま

すので、それを表に見える形での認証制度も、こう考えていって、認証を受けるという形に

していっていただければ、より良い統合病院になるんじゃないかなというふうに思いますの

で、この二点について私からの要望とさせていただきます。 

ありがとうございます。 

 

（司会） 

 ありがとうございました。 

 この他、御意見の方いかがでしょうか。大矢議員、お願いいたします。 

 

（大矢保議員） 

自民党の大矢です。 
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サンドーム、この２年間でかなり屋根とか外壁を改修しておりますけど、この改修費はい

くら掛かったのか。それと、ここ候補地になるというのは、その前には知らせなかったのか、

その情報がなかったのか、ちょっとお伺いをしたいと思います。 

 

（横内経済部長） 

経済部でございます。 

サンドームでございますけれども、こちら令和８年開催のですね、国スポの練習会場にな

っておりまして、一定程度の改修が必要との認識から、今年度、屋根の工事をしたところで

す。額に関しましては、契約金額で２，４２０万円ということになってございまして、雨漏

り等の工事がメインでございますので、今般の移転の話がありましたが、その間、使用する

ということも考慮しまして、そのまま工事を執行いたしました。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、大矢議員。 

 

（大矢保議員） 

はい、ありがとうございました。 

ところで、あの事業費最大１，０００億積算されておりますけど、市の持ち分は４：６で

すから４００億円。で、特別の病院事業債、地域医療介護総合確保基金とか、工事費の抑制

とかありますけど、それは約１００億円になるんですが、３００億円をどこから、どのよう

に拠出するのか。 

それと、あともう一つ。県営スケート場の土地、サンドームの土地、浜田中央公園の一部、

これが事業の中にありますけど、これはどのようにしていくのか、ちょっとお伺いをしたい

と思いますが、内訳を。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

まず、事業費の内訳ですけれども。総額の方が、大きい方で９６６億ということで、これ

の財源につきましては、基金の方が約９０億程度、あとは地方債ということで８４０億程度

を見込んでます。 

土地の扱いについてですけれども、これについては、今現在、市の方の所有になっていま

すけども、今回の計画（案）では、経営形態として県と市による企業団において運営を行う

こととしております。この経営統合に関わる出資あるいは負債処理などについては、企業団

設立の際などに、改めてその時点の資産や負債の状況に応じて、各々の処理方針などについ

て判断することを想定しておりますけども、その際には、土地が市の所有であるということ

も踏まえて、県の方と今後協議していきたいと思います。 

以上です。 
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（司会） 

 はい、大矢議員。 

 

（大矢保議員） 

だから市民に知らせるためにね、企業団をつくって、そこで土地をやるということですけ

れども。だいたい５万なんぼあるんですよ。これを今の時価でやるのか、それとも行政の帳

簿上のあれでやるのか、これは市民に知らせなきゃいけないと思いますよ。それで３００億

をどこ出すのかというのは、はっきりしなきゃいけないんじゃないんですか。財源がなくて、

どこに、先に進むことができる。私はそう思いますけど。そこの見解をお知らせください。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

お答えいたします。 

まず土地の評価については、一般的には価格を算定するに当たっては、不動産の鑑定士に

よる鑑定評価ということになりますけど、現時点ではそういった評価については行っており

ません。 

繰り返しになりますけど、今後、企業団を設立する際には、県と市で様々出資等について

の協議がありますので、その際にはきちんと評価額も把握した上で、当然それが土地の所有

が市であるということを踏まえて、協議していきたいと思います。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、大矢議員。 

 

（大矢保議員） 

で、あと、その後、統合をするときにね、市民病院、浪岡病院、この負債・債務を清算して

から統合するということになっていますけど、近況の市民病院と浪岡病院の負債と債務はで

すね、後でもいいですから教えていただければいいなと。参考にしたいと思いますので。よ

ろしくお願いをしたいと思います。 

以上です。 

 

（司会） 

 この他、御意見等いかがでしょうか。山本議員。 

 

（山本武朝議員） 

公明党の山本です。最初に意見述べさせてもらいます。 

私も、このたびの、この新病院統合の計画（案）――現在は案で、これが４月から案がとれ

ると思いますが――様々な経緯があってこの場所が決まったわけであります。検討会議や有

識者会議経て、昨年の秋にここが整備候補地として知事と市長で示されました。 

ここまでも、何人の議員からもありましたとおり、住民理解をもって進めていただきたい。
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特に浜田地区の住民の方々の理解――３回目も説明するということですけど――その都度そ

の都度説明をお願いいたします。何といっても、この道路の拡幅において、都市計画道路を

進めるに当たって、立ち退きを迫られる住民の方もいらっしゃいますので、住民理解がまず

もって大前提であるということを申し上げさせていただきます。 

また、計画案の中で、病院の中身の方にはちゃんと期待を申し上げさせたいと思います。

３９の診療科目を基本としてすると、そして救命救急部門をしっかり重視していくという事

で２２床、また県病で元からありました周産期母子医療、ここもしっかり充実していくとい

うことですので。この点は、私も昨年、県病のドクターに聞いたら、様々アンケート等を進

めながら、どういう病院にしていくかというのがずっと水面下で進んでたので、県民、市民

にとっても安心して医療が提供できる統合病院になることを期待申し上げる次第です。 

それで、質問なんですけど。一番シンプルに。この場所の中で、先ほどありましたが、スケ

ート場跡地の東側の道路ですね、都市計画道路３・４・２３浜田豊田線、東側の道路、サンド

ーム前というか、陸運事務所の前、現在大変狭い道路でございますので、ここの都市計画道

路をこれから拡幅するということでありますが、今後どのように計画を進めていくのか、進

め方の概要をお示しください。 

 

（土岐都市整備部理事） 

都市整備部でございます。 

一般的には、都市計画道路につきましては、まず概略設計を行いまして、次に県の事業認

可を取得し、事業化の決定という流れになります。 

その後の進め方ということですけども、これも一般的には詳細な用地測量や用地及び家屋

調査、そして道路の構造設計を行います。そして、付近住民に対して事業説明会を、用地関

係者に対して用地説明会を行った後に、用地交渉及び用地買収、道路改良工事というふうに

一般的には進めてまいります。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、山本議員。 

 

（山本武朝議員） 

そうすると、都市計画道路における用地取得には、たしか国の交付金を活用できるはずで

したけど、どれぐらいの割合になるとか、ちょっと教えていただければ。 

 

（土岐都市整備部理事） 

街路事業として国の交付金を活用して事業を行う際には、その補助率は２分の１となって

おります。 

以上です。 
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（司会） 

 山本議員。 

 

（山本武朝議員） 

２分の１が取得できるということでございます。 

この概要版の５ページの地図、見るとですね、この点線の計画道路のところに、この中に

民家の方、私有地の方が１０件近く、こう重なっててですね、この方とか、また周辺の庭の

とこかかるとやっぱり１０件、数件近く、またひょっとしたら東側の方も様々拡幅するに当

たって影響するのかなという思いで、立ち退きをするということは大変な御負担を強いるわ

けでありますので、どこまでもどこまでも丁寧な交渉、説明を進めていただきたいと思いま

す。 

そこで、もうちょっと具体的に、この拡幅道路、約２０メートルぐらいを検討してるって

ことですけど。本当現在は狭いので、ここがメインの毎朝通院に来る患者さん、そして職員

の方も通りますね。高速の方からも来るようでございますが、メインの道路でありますので、

ここの渋滞をいかに解消するかがポイントですので、都市計画の拡幅の道路、また歩道はど

うなるのか、ちょっと具体の、現段階のイメージをお示しください。 

 

（土岐都市整備部理事） 

都市計画決定した状況としましては、現在の計画では、両側５．５メートルの歩道、片側

３メートルの車道、そして路肩及び堆雪帯１．５メートル、それぞれを合わせた全幅２０メ

ートルということになっております。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、山本議員。 

 

（山本武朝議員） 

あわせて２０メートル、片側ずつ５．５メートルの歩道が両方できるってことで、そこは

ちょっと安心しました。どこまでも、ここは大変、朝の大混雑が想定されますので、しっか

りここ整備を進めていただきたいと思います。 

恐らく、この環状線、バイパスの方からも右折して当然入ってくると思いますので、それ

は国道ですので、県警の方で右折道路、右折ラインの滞留地の延長とか、右折信号の時間の

延長とかね、それは当然検討していただけるものだと思っておりますので、よろしくお願い

します。 

あと、整備スケジュールの方なんですけど、こちらの３ページの右下に整備スケジュール

があるわけでございますけど、開院が３２年の１０月を目指すということですから、今２０

２５年２月、約７年半後ですね、８年切っているわけでございます。大変タイトな期間であ

りますので、建設事情、様々考えると、ちょっと１年やそこら延びたりするのかなという気

も、現段階するわけでございますけれども、これが案がとれて計画となると、この令和７年
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度すぐ４月からは、この基本設計、実施設計を経ていくわけ、そして３年後には工事と始ま

りますので、なおさら工事するということは、工事車両が入りますので、先ほど質問しまし

た都市計画道路のこの整備ですね、ここが住民の方の移転も含めまして、大変大事な取っか

かりとなりますので、そこをしっかり進めていただくよう要望して終わります。 

 

（司会） 

 はい、ありがとうございました。小熊議員、お願いいたします。 

 

（小熊ひと美議員） 

立憲民主・社民の小熊です。二つ質問いたします。 

一つは、院内保育所についてなんですけれども、この利用計画、敷地の利用計画を見ます

と、職員用の立体駐車場のすぐ脇に院内保育所が計画されています。市民の方から、この立

体駐車場の屋上にヘリポートができるということで、保育所としてどうなのかと、騒音対策

などどうなっているのかというようなお話がありました。その点について対策をどのように

考えているのか。 

あるいは、もう一つは、公園の中に保育所をつくるということは可能なのかどうか。ただ、

職員がお子さんを連れて歩かなければならないので、本当は駐車場の近くにあるのがいいか

とは思うんですけれども、そのヘリポートとの関係で、その辺をどのように考えているのか

お知らせください。 

 

（今市民病院事務局次長） 

はい、お答えいたします。 

今回、院内保育所について、今御質問のありました、実際に勤務されている職員の方から、

なるべく近いところというふうなことで、この職員の立体駐車場の脇に配置しているもので

ございます。 

実際、ヘリポート等の騒音の対策が必要になれば、例えば、屋上の部分に防音シートです

ね、そういった部分をするでありますとか、発着に当たっての安全上の対策を施す、こうい

ったことをきちんと設計の段階で、この辺の部分を整理しながら万全の対策を期していくと。

場合によっては、この敷地の中の、この位置ではなくて、少し場所を変えて配置を変えた方

がいいとか、そういった検討をした上で、最善を尽くしていきたいというふうに考えており

ます。 

以上になります。 

 

（司会） 

 はい、小熊議員。 

 

（小熊ひと美議員） 

ありがとうございます。 

もう一つお聞きしたいのは、この院内保育所の開園時間というか、夜勤の職員が利用でき
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るような体制をとるのかどうかということをお尋ねしたいと思います。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

院内保育所の体制ということで、現在、青森市民病院の方では院内保育所はないんですが、

県立中央病院の方ではですね、現在も２４時間保育あるいは病児保育っていうことにも対応

をしているということでお聞きしていますので、基本的にはそれらを引き継いでいくような

形で、現在考えております。 

以上です。 

 

（小熊ひと美議員） 

はい、ありがとうございました。ぜひ利用しやすい形でお願いいたします。 

もう一つは、診療科目についてちょっとお尋ねしたいんですけども、精神医療について、

メンタルヘルス外来を設けるということでした。 

それで、この８ページの表を見ますと、市民病院には、今休診中なんですけれども、精神

神経科があって、それから県立病院にもメンタルヘルス科があって、これがメンタルヘルス

科ということで設置されるということですが、ちょっとお聞きしたところでは、このメンタ

ルヘルス外来の対象の方、これはどういう方を想定しているのか、お願いいたします。 

 

（今市民病院事務局次長） 

はい、お答えいたします。 

基本的に、今回の統合というのは、県立中央病院の機能と、市民病院の機能を統合してい

くというふうな病院、この役割を継承していくというふうに考えておりまして、また、連携

するものとして、県のつくしが丘病院と、精神に関しては、基本的にはそちらの方を中心に、

現在のところ医療の展開というふうに考えておるものですが、この新病院の中で、やはり患

者さんの中では、現在の認知症でありますとか、精神身体合併症を患っている方がかなりい

らっしゃいます。こういった方々の精神的な、メンタル的な部分、こういった部分を中心と

して、いわば入院している患者さん、合併症をお持ちの患者さんに対しての診療科というふ

うな部分がメインになろうかというふうに考えております。 

以上でございます。 

 

（司会） 

 はい、小熊議員 

 

（小熊ひと美議員） 

はい、ありがとうございます。 

そうしますと、メンタルヘルス外来とは銘打っていますが、一般患者、一般の市民が外来

で受診するということはあまり想定していないということだというふうに理解しますが、青

森は自殺率高いということで、短命県返上ということが課題になっていますけれども、そう

いう意味からも、新しい統合病院でも、やはりメンタルヘルス、これを一般の方にも受診で
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きるような形が望ましいのかなというふうに考えますので、ぜひその辺も検討していただき

たいと思います。 

以上です。 

 

（司会） 

 ありがとうございます。木下議員、お願いいたします。 

 

（木下靖議員） 

市民クラブの木下です。何点かお尋ねをします。 

まず、この基本計画（案）４ページ、（７）のところに、地域との共生に配慮した施設整備、

冒頭に道路交通などの課題に適切に対応するとありますけれども。まず、この建設予定地周

辺の道路交通等について実態調査をされたのかどうかをお尋ねします。 

次に８３ページ。整備費・運営費費用負担割合を県で５分の３、市を５分の２とし、個別

に考慮すべき事項については別途設定するとしていますが、この個別に考慮すべき事項につ

いて、具体的な例としてどんなことが考えられるのか、お尋ねをします。 

その次に、先ほどからのお話も出ていましたけれども、地元の住民の方々は、今だけじゃ

なくて、実際に着工が始まって、その工事中、そして開院後も、騒音等を含めて、いろいろな

不安を抱いている方々がいるようです。その地域との協議等、ここの地域には統合新病院浜

田地区協議会というものが組織されているようですが、そういった協議会とも今後も――今

後もというのは、その着工後、あるいは病院開院後も――協議を継続していくのか、お尋ね

をします。 

そして、サンドームの移設に関する資金協力の具体。これについては、どのように詰めて

いくのか。また、サンドームの今建っている敷地は、外来の立体駐車場等整備予定地となっ

ていますので、このサンドームの代替施設、その整備内容については、いつ頃決定する予定

であるのか、お尋ねをします。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

そうすれば、はじめに交通量の調査の部分と、個別に考慮すべき事項について、まず私の

方からお答えさせていただきます。 

交通量の調査につきましては、１０月の下旬にですね、この周辺の交差点５か所を対象に

して調査を実施して、現在調査した内容について精査しているところです。ただ、住民説明

会の中で、冬期間もやっぱり調査してほしいというような実際意見もありまして、それにつ

いては、今後また改めて検討させていただきたいということで、住民の皆様にお答えしたと

ころでございます。 

次に、負担割合の中で、個別に考慮すべき事項は具体的にどういうものかということでの

問いでありますが、まず統合新病院については、両病院に共通した診療科がある一方で、例

えばでありますけど、ドクターヘリ、これは県病の独自のものになります。あるいは、総合

周産期の母子医療センターの運営等についても、現在、県立中央病院が行っておりますので、

こういったことについて、個別に今後検討していきたいということで考えています。 
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以上です。 

 

（横内経済部長） 

サンドームの負担に関してのお尋ねについて、経済部の私からお答えをいたします。 

サンドームの財源に関しましては、共同経営・統合新病院に係る整備場所が、昨年９月１

６日に合意した際、その合意に伴う課題解決のための具体策といたしまして、サンドームを

含む市有施設の移転や整備等の費用については、県が市に協力するということになってござ

いまして。 

これについてどのくらいの負担を求めていくかということに関しましては、まずはサンド

ームの施設整備のその内容にもよるだろうということもございましてですね、これまで県と

も一切協議してこなかったということではございませんけれども、何度か協議をしておりま

すが、具体的には、施設整備の検討手順に関しまして、来年度の当初予算編成の中で整理し

ているところでございます。 

今後、予算の内容が公表されるということになりますので、そういった中で手順等に関し

て御説明してまいりたいというふうに考えてございます。ですので、そのいろいろ、様々な

ステージで検討していくことになりますので、いつ頃、施設の規模、例えば機能規模が決ま

るというのは、今この場ではちょっとお答えできかねます。 

以上でございます。 

 

（今市民病院事務局次長） 

まず、先程の渋滞交通の調査の関係で一点補足いたします。 

これまでですね、整備場所を決めるに当たっての検討に当たっては、いわゆる交通センサ

スという、これまでの記録をもとにした渋滞の情報等で検討していたところでございますけ

ども、知事と市長の方で、今回の整備候補地を決定した後にですね、この候補地について改

めて周辺の地区での交通量調査を実施しておりまして、現在、その交通量の推計をしており

ます。ピーク時にどういうふうになるのかというふうなことの推計をするような委託をして

おりまして、こういった結果をもとに、今後の検討に加え判断してまいりたいというふうな

ところで、また別の結果が出るような作業を今進めているというふうなことでございます。 

それとですね、先ほどの御質問の中の地域の協議会ですね、こちらについては町会長さん

等を中心となっているような組織でございまして、私ども、これまでも含めて、病院ができ

てからも含めてですね、ずっとこれから地域の方との意見交換をさせていただきながら、丁

寧に対応してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

 

（司会） 

 はい、木下議員。 

 

（木下靖議員） 

まず、交通量調査に関しては、先ほどのお答えでは１０月の下旬に５か所でやったと。そ
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れは具体的には、あの何月の何日、１０月の何日なのかを、まずお尋ねしたいと思います。 

それと、サンドームの資金協力の具体については、整備内容もあるので、来年度の当初予

算編成の中で示されるという理解でよろしかったでしょうか。そこは確認します。 

とりあえずその二点です。 

 

（奈良市民病院事務局長） 

はい、まず交通量調査の実施日ということで、具体の日にちにつきましては１０月の２９

日に実施しております。平日です。 

 

（横内経済部長） 

はい、サンドーム資金協力についてお答えいたします。 

その資金の規模等を協議するに当たっては、施設の整備内容も関わってくることになりま

す。その整備内容を決めるに当たっては、その施設の検討した結果として、施設の機能ある

いは規模が決まっていくわけでございますので、その検討手順をどうやって検討していくの

かということを、来年度、令和７年度の当初予算の中で整理しておりますので、その整理の

手順の中でですね、しかるべき時期に決まっていくというふうに承知してございます。 

以上でございます。 

 

（司会） 

 はい、木下議員。 

 

（木下靖議員） 

はい、交通量調査については１０月２９日の平日、これ一回ということで理解しますけれ

ども。私、何でこういうことを聞いているかというと、年末１２月の下旬だったと思います

けれども、確かに雪も多かったんですけれども、あの旧イトーヨーカドーとドリームタウン

アリーの通り――おっきい通りですけれども――あそこを東から西側に向けて車で通ってま

した。日中の１時、２時頃でしたか、大変な渋滞でですね、おそらく２００メートル進むの

に３０分以上かかりました。で、冬、そういう状況であるのに、その交通量調査をされたの

が雪のない時期で、しかも１０月の平日、まだロピアが開店する前です。今もっと交通量も

多いですし、その一回だけで交通量調査は終わったというのはなぜなのか、まずお尋ねしま

す。 

それと、サンドームについてはその整備内容を当初予算編成の中で考えていくということ

だったんですが、もうサンドームを移転しないことには、外来患者の駐車場を建てられない

わけなので、サンドームの移転の時期っていうのはケツ決まってるんですから、いつまでに

その整備内容を決めなきゃいけないかというのは、おのずと決まってくると思うんですよ。

なので、今答えられなければなんですけれども、概ねこの時期までにはどのような施設内容

を整備内容とするかというものの見通しは立てなければいけないのかなというふうに思いま

す。 

あと、地区の協議会との協議ですね。当然、その着工後も病院開院後も続けるということ
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でしたが、あの地区の町会長さんたちと話をしましたけれども、市は丁寧に説明をしていく

とは言うのだけれども、丁寧にというのは、同じことを何回も説明するっていうことじゃな

いというふうに言っていました。それは市の方にはしっかりと理解して対応していただきた

いというふうに要望します。 

 

（今市民病院事務局次長） 

はい、まず調査の日にちについてです。 

今回調査させていただいたのは、今回の整備計画、基本計画を作るに当たって、概ねの判

断をしていくというふうな部分の中で、今後詳細にどう進めていけばいいのかというふうな

ことを検討する上では、少しでも情報を整理していく必要があるという中で、まず大まかに

交通センサスを含めた調査をさせていただきながら、さらに今現在どうであろうというふう

なことで、改めて一回交通量調査をしてと。それをもとにして、各々の事業について具体的

な対策を検討するに当たっては、さらなる調査をしていくというふうなことになりますので、

決してこの一回の調査をもって全ての判断をしていくというものではないというふうなこと

を御理解いただければと思います。 

 

（横内経済部長） 

サンドームの施設の機能、規模等の決める時期でございますけれど、私が申し上げたのは、

来年度の検討手順ということで申し上げまして、その何年間も後に決まるということではな

くて、基本的には大枠だけでもですね、来年度中にはどういったものが整備されるのかとい

うものは固まっていくのかなというふうに考えてございます。 

以上です。 

 

（司会） 

 はい、木下議員。よろしいですか。この他、御意見…蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

私も議会で取り上げたんですけれども、小児医療センター、今後設置を検討するというこ

とで、やはり市民の方からも望む声がありました。それで、やはり２つの病院が１つになっ

て、同じような診療科だけではやっぱり駄目であって、何かしら新しい魅力あるものがない

と駄目だと思うので、ぜひこの小児医療センター、他県からも来て治療できるようなセンタ

ーにしてほしいと思っています。 

それで、今後、今は計画段階での案ってありますので、今後の課題、それから検討方針に

ついてお知らせください。 

 

（今市民病院事務局次長） 

御質問としては、小児医療についての新病院としての考え方ということでよろしかったで

しょうか。 
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（蛯名和子議員） 

これの１１ページの専門センターの設置の下の枠に、今後設置を検討するセンターの小児

医療センター。 

 

（今市民病院事務局次長） 

御質問ありがとうございます。 

今回の小児医療センターという部分につきまして、一つには、青森地域については、県の

考え方としての総合的な小児の医療というふうな部分もございますし、一方で青森地域の中

で、小児医療についてきちんと連携していかなければならない状況にあると。こういった中

で、新病院として、どういう形でこれを連携していったら一番いいだろうというようなこと

について、今後議論を進めていくことになるかと思います。 

その中で、小児医療センターという形がいいであろうと。また、こういった部分が弘前大

学も含めたそういう連携の形としていいだろうというふうになれば、これをセンター化する

と。決してセンター化する、しないにかかわらずですね、医療をどうしていこうかというふ

うなことについてはきちんと検討していくことにしておりますので、それはそれとしてとい

うふうにお考えいただければと思います。 

 

（司会） 

 蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

それでは、例えば小児がんとか慢性特定疾患とか、そういう難病とか、小児のそういった

ことをやるということではなくて、小児医療をまとめるセンターってことなんですか。 

 

（今市民病院事務局次長） 

はい、御質問のとおりでございます。 

県内の小児医療の最も中心的に動く役割を担っておりますのが、弘前大学の方になります。

その大学と連携をしてですね、新病院でそれを担うべきものについて、どうしていこうかと

いうふうなことを検討し続けるというか、それをよりいいものにし続けるようにしていくと

いうふうなことになります。 

 

（司会） 

 はい、蛯名議員。 

 

（蛯名和子議員） 

お医者さんがいるかどうかの課題もあると思うんですけど、ぜひ小児がんとか特定慢性疾

患、難病等の子どもたちのための医療センターになるように努力していただきたいと思いま

す。 
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（司会） 

 ありがとうございます。この他、御意見等いかがでしょうか。よろしいですか。 

御意見がないようですので意見交換の方を終了させていただきます。 

最後に、西市長からお願いいたします。 

 

（西市長） 

本日は、議員の皆様から様々な御意見をいただきました。誠にありがとうございます。浜

田地区住民との懇談には出席しないのかといった御質問や、地区住民への丁寧な説明を心が

けよといった御意見も頂戴いたしました。先ほども申し上げましたとおり、必要がある場合

には、私、そういった場に出向いて、直接市民の皆さんに御説明をしたいと思っております

ので、御理解賜りたいと存じます。 

今回いただきました御意見等を踏まえまして、さらに県と連携を強めて計画をしっかりと

進めてまいりますので、皆様の御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

今後は、パブリックコメント制度の活用ですとか、それから今後も地域説明会などを開催

する予定もございますので、そういったことを通しまして、県民、市民の皆様からも御意見

を頂戴しながら進めてまいりたいと存じます。 

また、議員の皆様におかれましても、議会での御議論もよろしくお願い申し上げます。 

今後におきましても、基本計画の策定に向けまして作業を進めてまいります。両病院とも

老朽化により、建替え待ったなしの状況というのもございますので、１日でも早く開院でき

るよう鋭意取り組んでまいりますので、その過程におきましても、議員の皆様から御意見を

頂戴して進めてまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

（司会） 

 以上をもちまして、議員説明会を終了させていただきます。本日は誠にありがとうござい

ました。 

 


